
⑳いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤をJな／像定   

植時植穴処理土壌混和として1回用いたところ、混和後62～104日の最大残留量   

は0．22，0．06ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな   

い。  

⑳あんず  

あんず（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の名♂♂♂伊   

希釈液を計3回散布（556，500L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量   

は0．72，1．06ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな   

い。  

⑳れんこん  

れんこん（枝）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤をJ卿ぬ居   

題額藤井処産土抑として1回、散布として計3回用いたと．ころ、散布後・7～21   

日の最大残留量は〈0．01，く0．01ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲   

内で行われていない。  

れんこん（根茎）を用いた作物残留試験（2例）■において、仇J瑚乾材をノ助〃ぬ   

虐宿辟超御者とLTJ凰16．0％水溶剤の2．000倖希釈液を計3回散布（300，   

200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留盈はく0．01，く0．01ppmであっ   

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑳いんげんまめ  

いんげんまめ（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、α雅財を   

戯節々ぬ（；夢産額拙者土鮒、及び16．鴫水溶剤の2，000借希釈液を計3回   

散布（150，244L／10a）したところヾ散布後7～21日の最大残留量は0．01，0．02ppm   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

⑲あずき  

あずき（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、α磯野を毎々ぬ   

個物士虜瘡燕ノ、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（300，  
150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．09，0．03ppmであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑳ブロッコリー  

ブロッコリー（花菅）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を2g／株   

（定植時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布   

（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．33，0．07ppmであっ   

た。  
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⑳アスパラガス  

アスパラガス（若茎）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は   

0．10，0．24ppmであった。  

⑮リーフレタス  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を新鮮   

（定植時横穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布（200   

～230，238L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は7．96，6．67ppm   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑳サラダ菜  

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤をゐ傭（定   

植時植穴処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計2回散布（150   

～200，195L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は9．99，4．41ppm   

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

㊨えだまめ  

えだまめ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、α磯村を銘g〟ぬ修   

超繊度士魔窟府ノ、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（200，   

300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．69，0．26ppmであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑲にら  

にら（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000倍希   

釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は6．18，  

1．42ppmであった。  

⑲ネクタリン  

ネクタリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（400，500L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留   

量は0．64，0．58ppmであった。  

⑲すもも  

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤のZα町仔   

希釈液を計3回散布（500，400L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量   

は0．10，0。04ppmであった。ただし、これらの試験榛適用範囲内で行われていな   

い。  
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㊨ミニトマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、0．5％粒剤を2g／株（定   

植時植溝処理土壌混和）、16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（300～   

功兜旺／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は0．66ppmであった。ただ   

し、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、0．5％粒剤を2g／株（定   

植時植溝処理土壌混和）、16．鴎水溶剤の2，000借希釈液を計3回散布（300L／10a）   

したところ、散布後1～14日の最大残留量は0．90ppmであった。   

⑳にがうり  

にがうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、仇卿を融資仔   

粛辟窟滞処虜士朗府ノ、16．潮水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（250，  

180L／10a）したところ、散布準1～7日の最大残留量は0．28，0．16ppmであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑳チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、仇卿を融緊   

〔朋膵忽壁土虜蕗秒、16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（200，   

300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は0．16，0．85ppmであった。   

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

㊨みずな  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 α搬訝を（貌〝ウぬ（勝   

彦鰍空士鰍、16．0％水溶剤の2，000借希釈液を計3回散布（40～150，   

227．8L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は1．07，2．46ppmであっ   

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

㊨おくら   

おくら（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、α雅訝を‘現計々ぬわ野   

窟醐土靡彦動、16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（200，100   

～150L／10a）したところ、散布後l～7日の最大残留量は0．36，0．30ppmであっ   

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

㊨マンゴー   

√マンゴー（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（320L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．06ppmであった。  

マンゴー（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、16．0％水溶剤の2，000  
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倍希釈液を計3回散布（320L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

0．06ppmであった。  

⑮いちじく  

いちじく（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 16．0％水溶剤の2，000   

倍希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は   

0．27ppmであった。   

いちじく（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 16．0％水溶剤の2，000  

倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は  

0．07ppmであった。  

㊨あさつき  

あさつき（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a、   

居超聯牌とLTノ尻株元散布として4回散布したところ、散布   

後3～14日の最大残留量は0・59，0・96ppmであった。ただし、これらの試験は適   

用範囲内で行われていない。  

㊨わけぎ  

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a、居   

柳士摩彦府とLて∫尻株元散布として4回散布したところ、散布後3   

～14日の最大残留量は0．13，0．04ppmであった。ただし、これらの試験は適用範   

囲内で行われていない。  

⑳食用へちま  

食用へちま（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の2000   

倍希釈液を計3回散布（200L／10a，360L／10a）したところ、散布後1～7 日の最大   

残留量は0．21，0．16ppmであった。  

⑳トウガン   

トウガン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2000   

倍希釈液を計3回散布（267L／10a，255L／10a）したところ、散布後3～14 日の最大   

残留量は0．14，0．20ppmであった。  

㊨パパイヤ  

パパイヤ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2000   

倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14・日の最大残留量は   

0．21，0．12ppmであった。  
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⑳さとうきび  

さとうきび（茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を計1回土壌   

混和（植付時植溝処理）（6kg／10a）したところ、散布後259，302 日の最大残留量   

はく0．005，く0．005ppmであった。  

⑳かぼちや  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、α占脚をノ甜啓辟   

虜穴土靡掴働紗戌び16．0％水溶剤の2000倍溶液を計3回散布（200L／10a）   

したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．06，0．17ppmであった。ただし、   

これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

⑳みょうが  

みょうが（花穂）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の2000   

借希釈液を計3回散布（350L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残寧量は  

く0．05，く0．05pp何であった。   

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1を参照。  

注1）最大残留貌‥当該劇薬の申請の範囲内で最も多盈に用い、カナつ最終使用から収穫までの期  

間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試敦）を実施し、  

それぞれの試験から得られた残留盈。  

（参考：平成10年8月7日付「残留腰廓基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）経過日数13日の試験については、本来最大使用条件下として定められた14日の試験成績  

の誤差範囲内とみなし、当該試験成績を暴蕗評価の対象としている。  

注3）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  

注4）だいず（乾燥子実）の圃場Bにおける試験については、定められた適用回数を超えて試験  

がなされているが、処理直後の降雨による再処理の結果によるものであることから、暴蕗  

評価の対象としている。  

注5）夏みかんの果実については各試験区の果肉／果皮重度比を用いて算出している。  

7．乳汁への移行試験結果   

乳牛2頭に対し、クロチアニジン14mg／頭／日を朝の搾乳直後に7日間連続して経口  

投与した。投与開始日、投与開始後1、3及び7日、最終投与後1、3及び5日に、搾乳  

機を用いて1日に2回搾乳し、同一日の試料を十分に捷拝し、分析試料としてクロチア  

ニジン含量を測定した孝ころ、いずれの試料においても、残留は検出されなかった。（検  

出限界0．01ppm）  
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8．乳牛における残留試験   

乳牛12頭に対して0、0．28、0．84、2．80ppmの飼料中濃度に相当する量のクロチア   

ニジンを含有するカプセルを28日間にわたり摂食させ、乳、筋肉、脂肪、肝臓及び腎   

臓に含まれるクロチアニジン含量を測定した。  

また、乳については、投与開始後、0、1、4、7、14、21、28日目に搾乳したものを   

測定した（定量限界：0．01ppm）。筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓については、投与開始後、   

28日目に採取したものを測定した（定量限界：0．02ppm）。結果については表1参照。   

上記の結果に関連して、米国及びカナダでは、最大理論的飼料由来負荷（MTDB）   

注）は0，28ppmと評価している。  

表1．乳及び各組織中の最大残留（ppm）  

0．28ppm投与群  0．84ppm投与群  2．80ppm投与群   

筋肉  く0．02   0．02   

脂肪  く0．02   0．02   

肝臓  く0．02   0．02   

腎臓  く0．02   0．02   

乳   く0．01   〈0．01   0．01   

注）最大理論的飼料由来負荷（Maximun）TheoreticalDietary Burden：MTDB）：飼料として  

用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ  

って畜産動物が暴露されうる最大・批飼料中残留濃度として表示される。  

（参考：ResidueChemistryTbstGuidelinesOPPTS860．1480Meat瓜m血甲0ultryrEggs）  

9．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平成  

20年1月11日付厚生労働省発食安第0111003号により食品安全委員会あて意見を求め  

たクロチアニジンに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価されている。  

無毒性畳：9．7tng／kg体重／day  

（動物種）   ラット  

（投与方法） 混餌投与  

（試験の種類／期間）慢性毒性／発がん性併合試験／2年間  

安全係数：100  

ADI：0．097mg／kg体重／day  

10．諸外国における状況   

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。  
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米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  

査した結果、米国及びカナダで、とうもろこし、なたね、乳等に基準値が設定されて  

いる。  

11．基準値案  

（1）残留の規制対象  

クロチアニジン   

ただし、タロチアニジンは、同じく殺虫剤とし  

て農薬登録がなされているチアメトキサムの代  

謝物でもあり、チアメトキサムの使用によるクロ  

チアニジンの残留が認められている。   

米国等の基準にあっては、チアメトキサムの規  

制の対象として、チアメトキサムとチアメトキサ  

ム由来のクロチアニジンの和としているが、各作   

0が、Ⅳ  

鴫へむ≠－  

チアメトキサム  

物残留試験の結果において、一部の作物を除き、チアメトキサムの残留量に対するク  

ロチアニジンの残留量が少ないこと、また、クロチアニジンの毒性（無毒性量9．7mg／kg  

体重／day）がチアメトキサムの毒性（1．84mg／kg体重／day）よりも低いことから、我  

が国ではチアメトキサムの基準はチアメトキサムのみを対象とすることとし■、クロチ  

アニジンの基準値の対象を、タロチアニジンとチアメトキサム由来のクロチアニジン  

の和とすることとした。   

よって、基準値案は、クロチアニジン使用によるクロチアニジンの残留の他、チ  

アメトキサム使用由来のクロチアニジンの残留も含め、設定した。  

（2）基準値案 

別紙2のとおりである。   

注）タロチアニジン使用によるタロチアニジンの作物残留試験成績と、チアメトキサム使用  

によるクロチアニジンの作物残留試験成績がある場合、双方共に同一作物に使用された場  

合の最大残留量を考慮して定めた。記救のある作物残留試験成績のうち、右側の棚に示し  

た試験成凍（チアメトキサム由来タロチアニジン作物残留試験成績）は、チアメトキサム  

使用によるクロチアニジンの残留値を示したものである。   

（3）暴落評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のタロチアニジン使用によるクロチアニジン及びチアメトキサム使用による   

クロチアニジンが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算さ   

れる、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大一日摂取量（TMDI））のADIに対  
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する比は、以下のとおりである。   

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が  

全くないとの仮定の下におこなった。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

TMD王／ADf（％）注）   

国民平均   17．8   

幼小児（1～6歳）   33．9   

妊婦   15．0   

高齢者（65歳以上）   18．2   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  
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（別紙1）  

クロチアニジン作物残留試験一覧表  

試験闘  
農作物   ：デー一㌧，   剤型   使用量・使用方法   

試験桑件  
回数   経過日数   

最大残留鬼（ppm）  

稲楽   ．2．5％箱拉剤＋   移櫨当日書古書用50少篠   
I＋3回  l霊1遥鰻  圃場A：0・13公1烹三男必見避）…   

（玄米）  

2  

1‘．研塩水溶剤   4．∝旧停職ホ150UlO轟  13．20，27日   由瘍B：0．10斬1＋3固．13日X＃）   

梅欺   2．5％箱粒剤＋   移櫨当日青首艦用！0釘箱   1＋3回  14，21，ヱ8日  嬰j蜘！土建揖見ょ軋．．   
（玄米）  2               1．0％1キロ粒剤   ＋l吋lO■  13，20．27日   用場B：0．02斬1＋3回，13日泄）   

積弊  2．5％箱粒剤＋  ・移絶当日書首施用50少箱   1十3向  14212各日  圃場A：0．041＋3回21日 ＃  
（玄米）   

2  
0．15％粒剤DL  叫短／l蝕  13，20．27日   抑場B：0．023（l＋3回．13日X＃）   

稀蘇   2．5％ヰ粒剤＋   紺当日青首施用軸儀   
1＋3回  1422日   

圃場A：0．02（l＋3回，14日）（＃）   

（玄米）  

2  
0．5％粒剤   叫吋l（b  14，21日   圃場B：く0．01（l＋3回，14日）（＃）   

稲贅   圃場A：0．07（2＋3回，14日脚）   
（玄米）  2  l古．0％水榊＋2．5％♯  榊当日育苗書用200僧散布0．5U縞、  2＋3回   ＋5鴨／籍叫吋lO■  

14⊇l，28日  
圃場8：0．09（2＋3国，14日X＃）   

稲撥   圃場A：0．14（2＋3回．14日）（＃）   

（玄米）  2  l‘．0％水溶剤＋Z．5％肴  移穐当日甘首施用200停散布0．51ノ鞘  2＋3回   ＋5馳傭叶㈱佑150UlO■  
14，21，2さ日  

圃恥：0．12（2＋3回，21日）（＃）   

穏緊   1日粕水需欄＋2．5％籍  移櫓当日育苗暮用2（相好散布0．5U籍  2＋3回   圃場A：0．01（2十3回，14日）（＃）   

（玄米）  

2  割＋0．！％拉＃   ◆5鴨／敵側釧血  
14，21，28日  

圃場B：0．02（ヱ＋ユ固，21日）（＃）   

穏媒   紳場A：0．12（2十3軌21日）（＃）   
（玄米）  2  】6．のも水溶凋＋2．5％籍  抑当日青苗施用200借散布0．5U鵡  2＋3回   ＋5吋籍＋5．00○備I舛U10■  

14，21，28日  
胃場B：0．13（2＋3回，14日）（＃）   

稲絃  

（玄米）   l古．0％水＃剤十2．5％箱 剤＋20 
2＋4回   3   ，○％フロアプル  

稲嶺   開場A：0．10（2＋3回，l4日X＃）   

（玄米）  2  l丘．0％水溶剤＋2．5％鶉拉  移桝当日甘露施用200停職布0．5U籍  2＋3回   ＋5鴫／ヰ◆l，000倍25U血  7，14，2l，28日  

稲   l．5％樅劃＋   榊当日青首鴬用5tI〝籍十   
出回   7，14ヱ1日   

掛場A：0．15（7日X＃）   

（玄米）  
2  2㈹フロアプル綱   1250備腑UlO■  抽場B：0．21（7日脚）   

稽   2．5％箱粒剤＋   移繊当8書青嶋用5鴫／霜   l＋3回  仙＿．叩工霊ム主邑旦…  関城A：0・lll＋3回14日払…．．   
（稲わら）  

2  
l‘．0％水溶剤   ヰ．㈱停tホ150UlO■  13，20，Z7日   相磯心：仇132（l＋3回，13日】雌）   

穐   2．5％箱粒剤＋   称絨毯日青首擁用5吋箱   l＋3回  ．．叫．．．．．J霊ま盈旦－…．．．．＿．  輿華人：0・11椚＋3回1ヰ邑遮と…   
（稲わら）  2               l．0％1キロ粒剤   ＋1吋l仙  13之0．27日   卵塊B：0．17餌1＋3軌t3日X＃）   
格   2．5％許拉剤＋   移植当日青首土用50〆＃   1＋3回  14218日  抑場A‥0・121十3回14日勉＿…．   

（稲わら）  

2  
0，15％粒剤DL   ＋●吋10▲  13．20，27日   開場B：0．川2（l十3回．13日）（＃）   

稲   2．5％箱粒剤＋   移鰻当日甘露瞳用5W簸   
l＋3回  1ヰ22日   

相場A：0．72（1＋3回，14日泄）   

（稲わら）  

2  
0．5％粒剤   ＋ヰ鴫／10暮  1ヰ，21日   相場B：0．2餌1十3軌14日V＃）   

稀   相場A：0．刀（2＋3回，14日）（＃）   
（掃わら）  2  l丘．0％水溶州＋ユ．5％補  移榔当日打者施用2抑佑散布0．5U腋  2＋3回   ＋叫鶉◆仙卸l血  

lヰヱ1，ヱ8日  
田淵B：2．75（2＋3回，14日）（＃）   

稀   苗場Å：0．1叩＋3回，14日）（＃）   
（稲わら）  2  帽．0％水溶剤＋2．5％妬  移植当日覇雇t用200倍牡布0．5U鵜  2＋3回   十5醐叫，伽停150U10■  

14，21，2g日  
相場8：0．78（2十3回Jl日）（椚   

樟   16．0％水榊＋2．5％箱  移柵寧日書富施用200停散布0・5U♯  2＋3匡I   圃場A：0．17（2＋3回，14日泄）   

（稀わら）  
2  州十0．5％拉苅   十5鴨／許叫吋1伽  14，2l，2g日  

糊場B：2．1‘（2＋3回，21日Y＃）   

稲   紳場A：0．12（2＋3回Jl日×＃）   
（稀わら）  2  l‘．0％水榊＋2．5％霜  移植当日書首施用200倍散布0．5Uヰ  2＋3回   ヰ50釘籍＋5，00○借150Ul蝕  

14，2l，28日  
卵塊B：1．02（2＋3回，14日X＃）   

稲  
（稲わら）   1‘．0％水霹＃＋2．5％箱 勅＋20 3   ．0％フロアプル   

2＋4回   14，21，28日   圃墟C：2．28（2＋4回，14日）（＃）   

稲   圃場A：1．07（2十3回，14即研）   

（稲わら）  2  16二0％水溶詞＋2．5％細  相当日書百蝿用2叩停散布0．乳価、  2＋3回   ＋50〆か1．㈱停刀Ulぬ  7，14，21，28日  

稲   開場A：0．40（7日×＃）   

（稲わら）  
2   1．～％柵剤＋  綿当日育苗施用叫帰＋1250借散布  l十3回   7，14，21日  

担場B：3．51（7日）（＃）   
だいず韮   0．5％粒剤＋   榊膵臓処理土壌混和叫1蝕  1＋3回   圃場A：0．Ol（1＋3回，7日）（＃）   

（乾燥子実）  

2  
16．0％水噂剤   ＋乙00○倍数布150，ヱ00U10a  

7，14，21日  
圃場B：＜0．01（1＋3固，7日X＃）   

だいず繁   0．5％粒刑＋   榊時轟沈処理土♯醜和微少l蝕  l＋4回  71320日  圃場A・＜0011十4回7日 ＃   

（乾燥子実）  

2  
0．5％H粉剤m   ＋仙〟10書   l＋3回   7，14，21日   圃場B：く0．Ol（1＋3回，7日X＃X★）   

だいず※  0．5％粒剤＋  榊時♯濃処理土ヰ露和牒吻1血  押場A：く0．011＋3固14日 ＃  1＋3回  141日  
（乾燥子実）   2   20．0％フロアブル   ＋2鵬散布200．250L／1血  7，14，21日   印場B：＜0．Ol（1＋3回，7日）㈹   

だいず蒼   0．5％粒剤＋   納時♯♯地象土♯混和朗唱108  l＋3回  1320日  圃場A：く0・01挫型勤勉＿．仙．…   
（乾燥子葉）  2               ZO．0％フロアプル   ＋20－21停散布（用L／1血  乙21，28日   圃場B：＜0．Ol（1＋3回泄）   

ばれいしょ  2   0．5％粒剤＋   ♯■前檜れ処理土壌温和叫1ぬ  l＋3回   
乙14，21日   

申場A：0．002（l＋3回，14日）   

（塊茎）  1‘．伊払水溶剤   乙000停散布150リーO暮  印場B：0．01餌1＋3回．14日）   

ぱれいしょ   0．5％粒剤＋   檀付時♯濃処理土壌漁和級〆血  1十3匡I   
7，14，21日   

閉場A：く0．Ol（1＋3回，7日）畔）   

（塊茎）  2               20．0％フロアプル   乙500停散布200，250UlO■  圃場8：0．Ol（l＋3回，7日X＃）   

ばれいしょ  2   0．5％拉剤＋   ♯付疇♯♯処理土壌漉和2少陳  l＋3回   
ユ14，21日   

田場A：0．03（1＋3回，14日）   

（塊茎）  l古．0％水溶剤   川㈹停散布25Ul血  圃場B：0．Ol   

かんし上  2   
定植時作条処理土壌混和   11后日   

0．5％粒剤  
l回    圃場A‥嘲・011回，11‘日墜  

（塊根）  
喝10■  
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クロチアニジン作物残留試験一覧表  

試験瀾  
農作物   場数   剤型   使用圭・使用方法   

試験条件  
回数   経過日数   

最大残留量加m）  

てんさい  2   16．0％水溶剤   100借  1回  1601（i7174日  開場A：＜0．O11回160日）       ヱ6】 
（根部）  定檀時苗床＃注ユリ冊  ，16gJ75日  圃場Bニ＜0．01り回，161日）   

てんさい  20，0％フロアプル＋  142130日   圃場A：＜0．O11＋4匝い4日）（＃） 

（根部）   

2  16．0％水溶剤   十100倍定種罰苗床＃注1L／冊  王4，2且，2g日   圃場B：0．02（汗4回，】4日）（＃）   ＋2000偉散布200，500L／10a   

だいこん   2   
0．5％粒剤十   

ヱi4日   
野塩A：0．016（汁Z回，14日）   

（根部）  16．0％水溶剤   ＋ち∝旧借散布150，200L〃Oa  
播種時機♯処理土壌混和蝕釘10a  ヱ＋2回  

開場B：0．014   

だいこん   0．5％粒剤＋   播種時播溝処理土壌混和6k釘10a  1＋2回   
Z14日   

圃場A：0．糾   

（菓部）  

Z  

16．0％水溶剤   ＋乙叩0倍数布150，200U10且  圃場B：2．26   

だいこん  
0．5％粒剤   

摘時播溝処理土壌混和   

（つまみ薬）   6k釘lぬ   
1回   

10日   圃場A：0．4g   

だいこん  
0，5％粒剤   

播種時櫓溝処理土壌混和   

6k少108   
l回   

（間引き菜）   Z2日   圃場A：0．14   
キャベツ※   0．5％粒剤＋   定植時植穴処理土壌混和2〆抹   

1十2回   
も7，14日   圃場A：0．柑   

（葉球）  

2  
Ⅰ6．0％水溶剤   十乞叩0倍散布200．308U10a  ま7，13日   圃場B：0．16   

レタス或   0．5％粒剤＋   定確時肺穴処理土壌混和2釘珠  1＋2回   圃場A：0．5g（1＋2回，3日）（＃）   

（茎葉）  

2  

1（i＿0％水溶剤   ＋乙（X旧倍散布2α），300L′王08  
3，7，14日  

田埠B：1．33り＋2回，3日）揮）   

リーフレタス※  0．5％粒剤＋16．0％水   定櫨時桃穴処理土壌混和  相場A：7．96（1＋2回，7日）（＃）  
2  3，7，14日  

（茎葉）  
溶剤  袖喋＋2（〉即倍数布2抑－230，23きU】Oa  1＋2回  閉域庖：‘．‘7（卜2回，7日）（＃）   

サラダ菜渡  2   0．5％粒剤＋16．0％水   定植時槙穴処理土壌混和   圃場A：9．99（l＋2回，3日）（＃）   
3，7，14日  

（茎葉）  
溶剤   l＋2回           祖頓＋2000倍数布150－200．195UlO曇  圃場B：4．41（l＋2回，3日）（＃）   

ねぎ※   2   0．5％粒剤   
定継時輌鷹処理土壌混和倒せ108   

l＋4回   
開場A：0．05（1＋4回，7日）（＃）   

（茎葉）  ＋4回珠元散布  
3，7，14日  

圃場B：0．14（1＋4回，3日）（＃）   

ねぎ   3，7，14日   
闘魂A：0．09（1＋4回，3日×＃）   

（茎葉）  

2   0．5％粒剤＋  描線前随種溝処理土壌混和蝕釘10a  1＋4回         16．0％水溶剤  2，000停散布200，150UIOa  岨場B：0．13（1＋4回，3日）（＃）   

トマト￥   0．5％粒剤＋   定植時雄穴処理土壌混和祖暖  1＋3回   
ム3，7日   

川場A：0．226（1＋3臥7日）   

（果実）  

2  
16．0％水溶剤   ＋2，000倍数布250UlO8  田城B：0．120   

ミニトマト箋  0．5％粒剤＋16．0％水  定拙時価穴処理土壌混和  
l，7，14日  

（果実）   
溶剤  祖喋十2000倍散布300～亜OU108  1＋3回  相場A：0．66（1＋3回，1日）（削   

÷ニトマト※   0．5％粒剤＋16．0％水   定植時郁穴処理土壌混和  
も7，】4日  

（果実）  
溶剤   袖妹＋2000停散布i00UlO8  出回  醐場A：0．90   

ピーマン   0．5％粒剤＋   定植時植穴処理土壌混和祖喋  l十2回   
1，3，7日   

岡城A：1．21（1十2固，1日）（＃）   

（果実）  

Z  
16．0％水溶剤   ＋乙000借散布200，150－200UlOa  相場B：1．02り十2珂，1日泄）   

なす※   0，5％粒剤＋   定植時紙穴処理土壌混和2釘珠  1＋3回   
l，3，7日   

相場A：0．29叫1＋3回，3日）（＃）   

（果実）  

2  
1占．0％水溶剤   ＋2，000借散布l‘2．5－200ソ200UlO8  相場B：0．379（1＋3固，1日）（＃）   

きゆうり※   0，5％粒剤＋   定植時価穴処理土噂混和2〆扶  l十3回   
も3，7日   

悶場A：0．695   

（果実）  

2  
16．0％水溶剤   ＋乙000倍散布3仰，200U他  囲場B：0．224   

メロン栄   0．5％粒剤＋   定帥時兢穴処理土壌混和2釘株  1＋3回   
ム3，7日   

卵塊A：0．03息（1＋3回，3日）   

（果実）  

2  
16．0％水溶剤   ＋乙000僚艦布250．3㈲U10a  開場B：0．012（l＋3回，3日）   

すいか※   0．5％粒剤＋   定維持紙穴処理土壌混和2g／珠  1十3回   
ム3，7日   

脚場A：0．OZ2   

（果実）  

2  

1‘．0％水溶剤   十2，伽停散布250，｝00U10象  蛸巷B：0．O11（l＋3回，7日）   

温州みかん楽   2，∝X〉倍散布   
3回   乙14，21日   

閑塊Å：0．246   

（果肉）  

2   16，0％水溶剤  
480U108  押領庖：0．086（3回，14日）   

温州みかん※  ユ   20借欄幹散布22．乙13．3UlOa   
1十3回   

畑場A：0，02（1＋3回，7日）（＃）   

（果肉〉  

1（i．0％水溶剤  
即00備散布8る‘，800Ul蝕  

7，14，21日  
圃場B：0．0糾1＋3回，21日）（＃）   

温州みかん￥  2   乙000倍散布   
3回   乙14，21日   

圃場A：3．24   

（果皮）  

1る．0％水溶剤  
400UlOa  開場B：l．09（3回，14日）   

温州みかん※  2   ヱ0停騨散布ユユユ，13．3U10a   
1十3回   7，14，21日   

圃場Å：0．74（1＋3回，7日）（＃）   

（果皮）  

16．0％水溶剤  
2，∝旧括散布砧6，800UlO8  圃場B：2．96（l＋3臥14日）（＃）   

夏みかん激  ヱ   2，000借散布   
3回   

餌場A：0．023（3回，2＝ヨ）   

（果肉）  

16．0％水溶剤  
500UlOa  

工14，21日  
圃場B：0．292（3回，14日）   

夏みかん＃  2   2，000倍散布   
3回   工14，21日   

辟場A：0，362（3回，2‖り   

（果皮）  

16．0％水溶剤  
500Lノ10a  圃場B：2．柑（3回，14日）   

夏みかん許＊   ヱ，∝旧店散布   
3回   

圃場A：0．11き（3回，21日）   

（果実）  

2   16．0％水溶剤  
500UlOa  

エ14，21日  
圃場B：0．726（3回，14日）   

すだち  乙∝旧店散布  
三回   乙14，21日   

圃場A：0．297   

（果実）   

lる．0％水溶剤  
500L〃Oa  

かぼす  2，000倍散布  
ま回   エ14，21日   

圃場A：0．204   

（果実）   

16＿0％水溶剤  
500L／ユOa  

37   



クロチアニジン作物残留試験一覧表  

試験側  
農作物  

場数   
条件  

剤型   使用庶■使用方法   回数   経過日数   
最大残留量（ppm）  

りんご   2．㈱偉散布   
3回   乙14，21日   

圃場A：0．155   

（果実）  

2   16．㈹水溶剤  
！00UlOl  圃躯：0．糾2   

りんご   乙○00停職布   

ム3，7日   
圃場A：0．15   

（果実）  

2   16．0％水溶剤  
35（〉．4∝lU10■  

3回  
相場B：仇貼   

なし  乙㈱借散布  
2   l‘．0％水溶剤  

呈回  ふ気13日  圃場A：0．39       ム7 
（果実）  

300．5仙Ulth  ，14日   圃場B：0．18   

もも難   乙㈱倍散布   
呈回   

圃場A：0．124   

（果肉）  

2   1‘．0％水溶剤  
ヰ的U10■  

ム1ヰ，21日  
圃場B：0．0糾（3回，14日）   

もも   2，○00億散布   
呈回   乙14，21日   

匝串A：l．00   

（果皮）  

Z   16．0％水溶剤  
仰Lり○■  圃場B：2．04   

うめ   2，∝旧借散布   
皇国   

刑場A：0．97   

（果実）  

2   16．0％水溶剤  
丁（IO，5…UlO■  

エ14，21，28日            圃場8：1．12（＃）   

おうとう   2   
乙000停散布   

ム3，7，14日   
詳堀A：1．08   

（果実）  

沌．0％水溶剤  
も25jt抑UlO■  

2回  
相場8：1．96   

ぷどう滞   乙○帥倍散布   卵塊A：0．50‘   

． 

2   l‘0％水溶剤  
ユ00U108  

3回   上島2乳42，56日  
ぶどう滅   2．00○儲散布   

3回   ム14，2g，5占日   
相場A：0．鵬   

（果実）  

2   l占．0％水溶剤  
300UlO■仰U】01  的場B：1．00   

かき  2，00○借散布  7】3ヱ1日   関脇A：0．11  
2   沌．0％水溶剤  

（果実）  
400．500Ul伽   エ14，21日   呈回             帥場B：0．14   

茶鼓  閉場A：37．‘  

（荒茶）   3   16．0％水溶剤   ヱ，㈱借散布   1回   乙14，21日  匝場B：2．42（1回，14日）  

400Ul01  削場C：9．92   

茶  糊場A：3“  

（浸出液）  ■3   l‘．0％水溶剤   2．∝抑停♯布   1回   乙14，21日  押場B：2．27  

刷ノ10▲  問場C：8．70   

いちご斉   0．5％粒剤   定賦喀帆穴処理土壌温和   J払！璧鼠 抑揚A‥0・丑（l回97日粗………   
2  

1回  ……．．…．M．  

（果実）  御株  ‘2，69日   紳場B：0．帖（l回．‘2日X＃）   

あんず繁   2   16．0％水溶剤   
2，㈱仔散布   3回  ．．H．＿．．…jJ之捜已…仙  圃場A：○・望旦a引く艶……．－．…．．   

（果実）  
55‘j00UlO■  3，7，14日   相場8：1．0即3回，3日）（＃）   

れんこん   2   
定憾疇脆繍処理土壌混和   

1＋3回   0．5％粒剤  蝕：嘲・011＋3固7鼠遮L…   

（板）  
ほ吋l蝕、全面撒布  

7，14，21日  
圃場8：＜0．Ol（1＋3回．7日）（椚   

れんこん   2   0，5％粒剤＋l‘．0％水   植付時帆iI処理ほ吋和一   
1＋3回   

相場A畑・01l＋3回7見地．……   
（根茎）  溶剤   ＋2，∝旧倍散布l脚．200UlO▲  

7，14，21日  
朋場B：く0．別（1＋3回，7日X＃）   

いんげんまめ狭  2   0．5％粒剤＋1‘．0％水  属稚時機♯処理土壌梶和叫10●＋  l＋3回   7，14，21日   旦致さ媛皮！腺！月劇艶叩．．．   

（乾燥子実）  溶剤   ユ㈱惜敗布1畑J叫Ul（b  印場B：0．02【l＋胡乱7日泄）   

あずき濱   2  0．5％粒剤＋1‘．0％水  ♯穐特権繍処理土壌絶和叫1h＋  l＋3回   相場A：0・1＋3風三月腰と．．…．．   
（乾操子実）  溶剤   ヱ00○倍数ホ訳妙．150レ1伽  

7，14，21日  
卵塊8：0．03（1＋3回，l4日X＃）   

ブロッコリー群   2   0．5％拉荊＋1‘．0％水   定脆時拡大処理土爛漫和   3，7，14日   圃場A：0．33∩＋3回，3日   
（花詳）  

溶剤   l＋3回           材株十2000停職ホ2伽UlO8  抑揚B：0．07（1＋3回，3日）   

アスパラガス繁   
2   l古．0％水溶剤   

2㈱静散布   
3回   ム3，7日   卵塊A：0．10   

（若茎）  
3昭ノ10暮  耶場B：0．24   

えだまめ禦  2   閉場A：0．2‘（1＋3回，3日）騨）   
3，7，14日  

（さや）  
溶剤   0．5％粒剤＋1‘．0％水  定格時脆牌穴処理土壌況和  1＋3回           蝕釘l01＋2000停散布200，】00UlO8  

卵塊B：0．古叫1＋3回，3日）（＃）   

にら兼   1‘，0％水溶剤   2【〉∝I停職布   

皇国   主7，14日   
閉場A：‘・1旦 

2  
…．＿．．＿．仙．．…－．…．＿叫   

（茎葉）  
ヱ∝軋ノ1蝕  圃場8：l．42   

ネクタリン  2   
1古．α払水葬剤   

200○倍数布   
3回   も7，14日   劇場A：0．糾   

（果実）  
棚．5∝札ノ川■  如場B：0．58   

すもも   2   1‘．0％水溶剤   
加00腱鼓布   

3回   
帥嬰A：0・13回ユ旦池．……．．   

（果実）  
畑．100UlO■  3，7，14日  

開場B：0．04揮）   
にがうり   

2   

0．5％粒剤＋1‘．0％水   定檀疇経穴処理土壌混和   
1，3，7日   

圃場A‥0■2‡】霊風と邑腔之…∴．．   

（果実）  
溶剤   1＋3回           祖憤＋2㈱僧■布2さq柑OUlぬ  胃場B：0．1村l＋3回，1日】揮）   

チンゲンサイ   2   0．5％拉剤＋l古．0％水   走繍廟穴処ま土壌漉和  
14日   巾場A：○・l虻3璽之14鼠Ⅹ幻         ■l●●●●■■●■■●●●●■●●■・■鵬■H■■●■■ ■●●■●■●■●●●  

（茎葉）  
溶剤  袖／抹＋罰00倍数布2叫】00Ul蝕  1＋3回  餌場B：0．85（l＋3回，14日l（＃）   

みずな   2   0．5％粒剤＋1‘．0％水  ♯覆疇檜濃処理土壌馳和仙釧伽＋  1＋3回   7，14日   拠。餌風乙巨腰之…仰   
（茎兼）  

溶剤   20仰停職布1仇150J27．8UlO■  圃場B：2．4‘（1＋3回，7日）伊）   

おくら  2  0．5％粒剤＋1‘．椚塩水    ♯覆疇潜♯処理土せ漉和叫1蝕＋  1＋3回   1，3，7日   圃場A：03‘l＋3回1日 ＃  

（果実）  
溶剤  200○倍散布2叫l仙・150U108  圃場B：0．30（l＋3回，1日）（椚   

マンゴー   
l‘こ0％水溶剤   

2㈱静散布   
3回   エ14，21日  

（果実）  
ユ20Ul伽  犀場A：0．06   

マンゴー  
ト   l古．0％水溶剤   2（伽静散布  三回・   工14，21日  

（果実）  
320Ul蝕  

38   



クロチアニジン作物残留試験一覧表  

試験朋  
農作物  

場数   

試験条件  

剤型   使用盈・使用方法   回数   経過日数   
最大残留放（ppm）  

いちじく   
16．0％水溶剤   

2000倍散布   
3回   と7，14日  

（果実）  
400Lノ10a  闇場A：0．27   

いちじく  
16．0％水溶剤   

2000倍散布  
三回   主7，14日   

（果実）   
之00UlOa  餌場A：0．07   

あさつき   
2   0．5％拉剤   3，7，14日   

岡場A：0．5叩＋4回，7日）（＃）   

（茎葉）  定植時棲溝処理土壌混和蝕釘10a  l十4匡I          ＋株元散布  圃場B：0．96（1＋4臥7日）（＃）   

わけぎ   2   0．5％粒剤   
定植時捷溝処理±壌混和6k〆108   

1十4回   3，7，l4日   
田場A：0．13（1＋4回，3日）（＃）   

（茎葉）  ＋株元散布  圃場B：0．04（1＋4回，14日）（＃）   

食用へちま  2   16．0％水溶剤   2000借散布   三回   ム3，7日   
圃場A：0．21（＃）   

（果実）  
200L／10a，368L／10a  圃釦：0．16（勘   

トウガン   2   16．0％水溶剤   2000借散布   ま回   主7，14日   
紺場A：0，14   

（果実）  
267L／10a．255L／10a  輯場B：0．20   

パパイヤ   
2   16．0％水溶剤   

2000倍散布   
呈回   主7，14日   

岨場A：0．2l   

（果実）  200L／10a  相場B：0．12   

さとうきび  2   
0．5％粒剤   

定植時植漬処理土壌混和   259日   上回  開場A：＜0．005   

（茎）  6kg／10a  02日   圃場B：＜0，005   

かぼちゃ   2   
0．5％粒剤＋16．0％  定植時擁穴土壌混和2g／株1回   

l＋3回   1，3，7日   
田堀A：0．06（1＋3回，1日）（＃）   

（果実）  水溶剤   ＋2000倍散布200L／10a  相場B：0．17（1＋3回，1日）（＃）   

みょうが   2   16．0％水溶剤   
2000倖散布   

ま回   
相場A：＜0．05   

（花穂）  350L／10a  
ム7，14日  

綱域B：＜0．05   

壮大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
＃これらの作物残留試験は、申紬の範囲内で試験が行われていない。  

※印で示した作物については、申請の範囲内で政商の依を示した括弧内に示す条件において得られた腋を採用した。  
★だいず（乾燥子実）の附場別こおける試験については、定められた適用回数を超えて試験がなされているが、  

処理直後の降雨による再処理の結果によるものであることから、暴政評価の対象としている。  
＊各試験区の果肉／果皮重敬比（圃場A：72％／2g％、租握B：70％／30％）を用いて算出した。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の戯薬評価踵「クロチアニジン」に記成されている作物残留試験成紙は、  
各試験条件における残留般薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高位の平均値を示したものであり、  
上記の最大残留赦の定義と異なっている。  
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